
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極と、
前記第１～第Ｎの走査電極と交差する第１～第Ｍ（Ｍは２以上の整数）の信号電極と、
前記第１～第Ｎの走査電極と前記第１～第Ｍの信号電極との交差位置に対応して配置され
た画素と、
第１～第Ｍの信号電極のそれぞれと対をなして配置される第（Ｍ＋１）～第２Ｍの信号電
極と、
第１～第Ｎの走査電極のそれぞれに対応して配置される第（Ｎ＋１）～第２Ｎの走査電極
と、
第１～第Ｎの走査電極のそれぞれに対応して配置される第（２Ｎ＋１）～第３Ｎの走査電
極とを含む表示装置であって、
第ｊ（１≦ｊ≦Ｎ、ｊは整数）の走査電極と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、ｋは整数）の信号電極と
の交差位置に対応して配置される画素は、
画素電極と、
第ｊの走査電極と第ｋの信号電極とに接続され、第ｊの走査電極の電圧に基づいて第ｋの
信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第１の画素スイッチ素子と、
第（Ｎ＋ｊ）の走査電極と第（Ｍ＋ｋ）の信号電極とに接続され、第（Ｎ＋ｊ）の走査電
極の電圧に基づいて第（Ｍ＋ｋ）の信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第２の
画素スイッチ素子と、
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前記第ｋの信号電極に対応して配置され所与の第１の電圧が供給される第ｋの電極と、前
記画素電極との間に接続され、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極の電圧に基づいて、前記第ｋの
電極と前記画素電極とを電気的に接続するスイッチ素子と、
を含み、
前記画素電極の電圧は、
所与の選択期間において、前記スイッチ素子を介して前記第ｋの電極の電圧に設定された
後、前記第１又は第２の画素スイッチ素子を介して第ｋ又は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極の電
圧に設定されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
請求項１において、
前記第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極には、
前記画素電極に対向して設けられる対向電極の電位を基準として、互いに極性を反転した
電圧が供給されていることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極と、
前記第１～第Ｎの走査電極と交差する第１～第Ｍ（Ｍは２以上の整数）の信号電極と、
前記第１～第Ｎの走査電極と前記第１～第Ｍの信号電極との交差位置に対応して配置され
た画素と、
前記第１～第Ｍの信号電極それぞれと対をなして配置される第（Ｍ＋１）～第２Ｍの信号
電極と、
前記第１～第Ｎの走査電極それぞれに対応して配置される第（Ｎ＋１）～第２Ｎの走査電
極とを含む表示装置であって、
第ｊ（１≦ｊ≦Ｎ、ｊは整数）の走査電極と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、ｋは整数）の信号電極と
の交差位置に対応して配置される画素は、
画素電極と、
第ｊの走査電極と第ｋの信号電極とに接続され、第ｊの走査電極の電圧に基づいて第ｋの
信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第１の画素スイッチ素子と、
第（Ｎ＋ｊ）の走査電極と第（Ｍ＋ｋ）の信号電極とに接続され、第（Ｎ＋ｊ）の走査電
極の電圧に基づいて第（Ｍ＋ｋ）の信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第２の
画素スイッチ素子と、
を含み、
前記画素電極の電圧は、
所与の選択期間において、前記第１及び第２の画素スイッチ素子をオンにして所与の中間
電圧に設定された後、前記第１又は第２の画素スイッチ素子を介して第ｋ又は第（Ｍ＋ｋ
）の信号電極の電圧に設定されることを特徴とする表示装置。
【請求項４】
請求項３において、
前記第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極には、
前記画素電極に対向して設けられる対向電極の電位を基準として、互いに極性を反転した
電圧が供給されていることを特徴とする表示装置。
【請求項５】
第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極と、
前記第１～第Ｎの走査電極と交差する第１～第Ｍ（Ｍは２以上の整数）の信号電極と、
前記第１～第Ｎの走査電極と前記第１～第Ｍの信号電極との交差位置に対応して配置され
た画素と、
前記第１～第Ｎの走査電極それぞれに対応して配置される第（２Ｎ＋１）～第３Ｎの走査
電極とを含む表示装置であって、
第ｊ（１≦ｊ≦Ｎ、ｊは整数）の走査電極と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、ｋは整数）の信号電極と
の交差位置に対応して配置される画素は、
画素電極と、
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第ｊの走査電極と第ｋの信号電極とに接続され、第ｊの走査電極の電圧に基づいて第ｋの
信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第１の画素スイッチ素子と、
前記第ｋの信号電極に対応して配置され所与の第１の電圧が供給される第ｋの電極と、前
記画素電極との間に接続され、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極の電圧に基づいて前記第ｋの電
極と前記画素電極とを電気的に接続するスイッチ素子と、
を含み、
前記画素電極の電圧は、
所与の選択期間において、前記スイッチ素子を介して前記第ｋの電極の電圧に設定された
後、前記第１の画素スイッチ素子を介して第ｋの信号電極の電圧に設定されることを特徴
とする表示装置。
【請求項６】
請求項１、２又は５において、
前記第１の電圧は、
前記画素電極に対向して設けられる対向電極に印加される電圧と同等であることを特徴と
する表示装置。
【請求項７】
請求項１乃至６のいずれか記載の表示装置を含むことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示装置、その駆動方法及び電子機器に関する。
【０００２】
【背景技術及び発明が解決しようとする課題】
現在、薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：以下、ＴＦＴと
略す。）型液晶装置（広義には、表示装置）に対して、主にフレーム反転駆動方式、ライ
ン反転駆動方式或いはドット反転駆動方式などの交流駆動が行われる。中でもドット反転
駆動方式は、フリッカを効果的に抑制することができる。
【０００３】
このドット反転駆動方式は、画素ごとに、交互に液晶の印加電圧の極性を反転させる駆動
方式である。したがって、交流駆動タイミングにあわせて、信号電極に対向電極電圧Ｖｃ
ｏｍ、液晶の印加電圧が正極性となる電圧Ｖｐ或いは該印加電圧が負極性となる電圧Ｖｍ
が印加され、画素容量（液晶容量）に書き込まれることになる。そのため、交流駆動を行
うたびに、信号電極に印加すべき電圧を駆動する必要があり、消費電力が増大するという
問題があった。
【０００４】
本発明は、以上のような技術的課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところ
は、交流駆動に伴う消費電力の増大を防止することができる表示装置、その駆動方法及び
電子機器を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために本発明は、第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極と、前
記第１～第Ｎの走査電極と交差する第１～第Ｍ（Ｍは２以上の整数）の信号電極と、前記
第１～第Ｎの走査電極と前記第１～第Ｍの信号電極との交差位置に対応して配置された画
素と、第１～第Ｍの信号電極のそれぞれと対をなして配置される第（Ｍ＋１）～第２Ｍの
信号電極と、第１～第Ｎの走査電極のそれぞれに対応して配置される第（Ｎ＋１）～第２
Ｎの走査電極と、第１～第Ｎの走査電極のそれぞれに対応して配置される第（２Ｎ＋１）
～第３Ｎの走査電極とを含む表示装置であって、第ｊ（１≦ｊ≦Ｎ、ｊは整数）の走査電
極と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、ｋは整数）の信号電極との交差位置に対応して配置される画素は
、画素電極と、第ｊの走査電極と第ｋの信号電極とに接続され、第ｊの走査電極の電圧に
基づいて第ｋの信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第１の画素スイッチ素子と
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、第（Ｎ＋ｊ）の走査電極と第（Ｍ＋ｋ）の信号電極とに接続され、第（Ｎ＋ｊ）の走査
電極の電圧に基づいて第（Ｍ＋ｋ）の信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第２
の画素スイッチ素子と、前記第ｋの信号電極に対応して配置され所与の第１の電圧が供給
される第ｋの電極と前記画素電極との間に接続され、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極の電圧に
基づいて、前記第ｋの電極と前記画素電極とを電気的に接続するスイッチ素子とを含み、
前記画素電極の電圧は、所与の選択期間において、前記スイッチ素子を介して前記第ｋの
電極の電圧に設定された後、前記第１又は第２の画素スイッチ素子を介して第ｋ又は第（
Ｍ＋ｋ）の信号電極の電圧に設定される表示装置に関係する。
【０００６】
本発明では、第１～第Ｎの走査電極と、第１～第Ｍの信号電極と、第１～第Ｎの走査電極
及び第１～第Ｍの信号電極の交差位置に対応して配置される画素とを含む表示装置におい
て、所与の選択期間に、第ｊの走査電極と第ｋの信号電極との交差位置に対応して配置さ
れる画素の画素電極の電圧を、スイッチ素子を介して第ｋの電極に供給される第１の電圧
に設定する。そして、該画素電極の電圧を、第ｋの信号電極の電圧又は該第ｋの信号電極
と対をなして配置された第（Ｍ＋ｋ）の信号電極の電圧に設定する。
【０００７】
こうすることで、選択期間の前半において、１ライン分の画素の電荷を一斉に移動させ、
外部からの電流が流れることなく、第１の電圧に揃えることができるようになる。したが
って、交流駆動の正極性用の信号電極の電圧と負極性用の電圧とを交互に駆動する必要が
なくなり、第１の電圧から正極性用又は負極性用の電圧にまで駆動するだけで足りるため
、交流駆動に伴う電力消費を低減させることが可能となる。
【０００８】
また本発明に係る表示装置は、前記第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極には、前記画素電極
に対向して設けられる対向電極の電位を基準として、互いに極性を反転した電圧が供給さ
れていてもよい。
【０００９】
本発明によれば、第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極の電圧を、交流駆動タイミングに合わ
せて頻繁に変化させる必要がなくなり、信号電極の駆動に伴う消費電力を削減することが
できる。
【００１０】
また本発明は、第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極と、前記第１～第Ｎの走査電
極と交差する第１～第Ｍ（Ｍは２以上の整数）の信号電極と、前記第１～第Ｎの走査電極
と前記第１～第Ｍの信号電極との交差位置に対応して配置された画素と、前記第１～第Ｍ
の信号電極それぞれと対をなして配置される第（Ｍ＋１）～第２Ｍの信号電極と、前記第
１～第Ｎの走査電極それぞれに対応して配置される第（Ｎ＋１）～第２Ｎの走査電極とを
含む表示装置であって、第ｊ（１≦ｊ≦Ｎ、ｊは整数）の走査電極と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、
ｋは整数）の信号電極との交差位置に対応して配置される画素は、画素電極と、第ｊの走
査電極と第ｋの信号電極とに接続され、第ｊの走査電極の電圧に基づいて第ｋの信号電極
と前記画素電極とを電気的に接続する第１の画素スイッチ素子と、第（Ｎ＋ｊ）の走査電
極と第（Ｍ＋ｋ）の信号電極とに接続され、第（Ｎ＋ｊ）の走査電極の電圧に基づいて第
（Ｍ＋ｋ）の信号電極と前記画素電極とを電気的に接続する第２の画素スイッチ素子とを
含み、前記画素電極の電圧は、所与の選択期間において、前記第１及び第２の画素スイッ
チ素子をオンにして所与の中間電圧に設定された後、前記第１又は第２の画素スイッチ素
子を介して第ｋ又は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極の電圧に設定される表示装置に関係する。
【００１１】
ここで、第１及び第２の画素スイッチ素子を介して画素電極が第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信
号電極と電気的に接続されるため、所与の中間電圧は、第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極
の電圧に基づいて、例えば両電圧の中間の値として決められる。
【００１２】
本発明では、第１～第Ｎの走査電極と、第１～第Ｍの信号電極と、第１～第Ｎの走査電極
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及び第１～第Ｍの信号電極の交差位置に対応して配置される画素とを含む表示装置におい
て、所与の選択期間に、第ｊの走査電極と第ｋの信号電極との交差位置に対応して配置さ
れる画素の画素電極の電圧を、第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極の電圧により決められる
中間電圧に設定する。そして、該画素電極の電圧を、第ｋの信号電極の電圧又は該第ｋの
信号電極と対をなして配置された第（Ｍ＋ｋ）の信号電極の電圧に設定する。
【００１３】
こうすることで、選択期間の前半において、１ライン分の画素の電荷を一斉に移動させ、
外部からの電流が流れることなく、所与の中間電圧に揃えることができるようになる。し
たがって、余分な電極を設けることなく上記効果を得ることができ、更に構成の簡素化を
図ることができるようになる。また、交流駆動の正極性用の信号電極の電圧と負極性用の
電圧との間を交互に駆動する必要がなく、中間電圧から正極性用又は負極性用の電圧まで
駆動すればよいため、交流駆動に伴う電力消費を低減させることが可能となる。
【００１４】
また本発明に係る表示装置は、前記第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極には、前記画素電極
に対向して設けられる対向電極の電位を基準として、互いに極性を反転した電圧が供給さ
れていてもよい。
【００１５】
本発明によれば、第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極の電圧を、交流駆動タイミングに合わ
せて頻繁に変化させる必要がなくなり、信号電極の駆動に伴う消費電力を削減することが
できる。
【００１６】
また本発明は、第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極と、前記第１～第Ｎの走査電
極と交差する第１～第Ｍ（Ｍは２以上の整数）の信号電極と、前記第１～第Ｎの走査電極
と前記第１～第Ｍの信号電極との交差位置に対応して配置された画素と、前記第１～第Ｎ
の走査電極それぞれに対応して配置される第（２Ｎ＋１）～第３Ｎの走査電極とを含む表
示装置であって、第ｊ（１≦ｊ≦Ｎ、ｊは整数）の走査電極と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、ｋは整
数）の信号電極との交差位置に対応して配置される画素は、画素電極と、第ｊの走査電極
と第ｋの信号電極とに接続され、第ｊの走査電極の電圧に基づいて第ｋの信号電極と前記
画素電極とを電気的に接続する第１の画素スイッチ素子と、前記第ｋの信号電極に対応し
て配置され所与の第１の電圧が供給される第ｋの電極と、前記画素電極との間に接続され
、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極の電圧に基づいて前記第ｋの電極と前記画素電極とを電気的
に接続するスイッチ素子とを含み、前記画素電極の電圧は、所与の選択期間において、前
記スイッチ素子を介して前記第ｋの電極の電圧に設定された後、前記第１の画素スイッチ
素子を介して第ｋの信号電極の電圧に設定される表示装置に関係する。
【００１７】
本発明では、第１～第Ｎの走査電極と、第１～第Ｍの信号電極と、第１～第Ｎの走査電極
及び第１～第Ｍの信号電極の交差位置に対応して配置される画素とを含む表示装置におい
て、所与の選択期間に、第ｊの走査電極と第ｋの信号電極との交差位置に対応して配置さ
れる画素の画素電極の電圧を、スイッチ素子を介して第ｋの電極に供給される第１の電圧
に設定する。そして、該画素電極の電圧を、正極性用及び負極性用の電圧が供給される第
ｋの信号電極の電圧に設定する。
【００１８】
こうすることで、選択期間の前半において、１ライン分の画素の電荷を一斉に移動させ、
外部からの電流が流れることなく、第１の電圧に揃えることができるようになる。したが
って、余分な電極を設けることなく上記効果を得ることができ、更に構成の簡素化を図る
ことができる。また、電荷を再利用することができ、第１の電圧から正極性用又は負極性
用の電圧まで駆動するだけでよいため、交流駆動に伴う電力消費を低減させることが可能
となる。
【００１９】
また本発明に係る表示装置は、前記第１の電圧は、前記画素電極に対向して設けられる対
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向電極に印加される電圧と同等であってもよい。
【００２０】
本発明によれば、画素電極に対抗して設けられた対向電極を用いて、表示装置内に電極を
配置することができるので、構成の簡素化を図ることができる。
【００２１】
また本発明に係る電子機器は、上記いずれか記載の表示装置を含むことができる。
【００２２】
本発明によれば、交流駆動に伴う消費電力が削減された電子機器を提供することができる
。
【００２３】
また本発明は、第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極と、前記第１～第Ｎの走査電
極と交差する第１～第Ｍ（Ｍは２以上の整数）の信号電極と、前記第１～第Ｎの走査電極
と前記第１～第Ｍの信号電極との交差位置に対応して配置された画素電極と、前記第１～
第Ｎの走査電極の電圧に基づいて、前記第１～第Ｍの信号電極と画素電極とを電気的に接
続する第１の画素スイッチ素子とを含む表示装置の駆動方法であって、第ｊ（１≦ｊ≦Ｎ
、ｊは整数）の走査電極と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、ｋは整数）の信号電極との交差位置に対応
して配置される画素の画素電極は、所与の選択期間において、第１の電圧に設定された後
に、前記第ｊの走査電極の電圧に基づいて前記第ｋの信号電極の電圧に設定される駆動方
法に関係する。
【００２４】
本発明によれば、選択期間の前半において、第ｋの信号電極を用いることなく、画素電極
の電圧を第１の電圧に設定するようにしたので、第ｋの信号電極について、交流駆動の正
極性用の信号電極の電圧と負極性用の電圧との間を交互に駆動する必要がなくなる。した
がって、第１の電圧から正極性用又は負極性用の電圧まで第ｋの信号電極を駆動すればよ
いため、交流駆動に伴う電力消費を低減させることが可能となる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施の形態について図面を用いて詳細に説明する。なお、以下に説
明する実施の形態は、特許請求の範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するもので
はない。また以下で説明される構成の全てが本発明の必須構成要件であるとは限らない。
【００２６】
１．　液晶装置
１．１　構成
図１に、液晶装置の構成の概要を示す。
【００２７】
液晶装置（広義には、電気光学装置、表示装置）１０は、ＴＦＴ型液晶装置である。液晶
装置１０は、液晶パネル（広義には、表示パネル）２０を含む。
【００２８】
液晶パネル２０は、例えばガラス基板上に形成される。このガラス基板上には、Ｙ方向に
複数配列されそれぞれＸ方向に伸びる第１～第Ｎ（Ｎは２以上の整数）の走査電極（ゲー
トライン）Ｇ１ ～ＧＮ と、Ｘ方向に複数配列されそれぞれＹ方向に伸びる第１～第Ｍ（Ｍ
は２以上の整数）の信号電極（ソースライン）Ｓ１ ～ＳＭ とが配置されている。第１～第
Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ と第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ との交差位置に対応して、マ
トリックス状に画素（画素領域）が配置されている。
【００２９】
各画素は、画素スイッチ素子としてのＴＦＴと、画素電極とを含む。すなわち、第ｊ（１
≦ｊ≦Ｎ、ｊは整数）の走査電極Ｇｊ と第ｋ（１≦ｋ≦Ｍ、ｋは整数）の信号電極Ｓｋ と
の交差位置に対応する画素は、そのゲート電極が第ｊの走査電極Ｇｊ に接続され、そのソ
ース端子が第ｋの信号電極Ｓｋ に接続されるＴＦＴと、該ＴＦＴのドレイン端子に接続さ
れる液晶（液晶容量又は画素容量）（広義には液晶素子）の画素電極とを含む。該液晶容
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量においては、画素電極に対向する対向電極との間に液晶が封入されて形成され、これら
電極間の印加電圧に応じて画素の透過率が変化するようになっている。該対向電極には、
対向電極電圧Ｖｃｏｍが供給される。
【００３０】
液晶装置１０は、信号ドライバ（広義には、信号電極駆動回路）３０を含む。信号ドライ
バ３０は、画像データに基づいて、液晶パネル２０の第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ を
駆動する。
【００３１】
液晶装置１０は、走査ドライバ４０を含む。走査ドライバ４０は、一垂直走査期間内に、
液晶パネル２０の第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ を順次駆動する。
【００３２】
１．２　交流駆動
液晶装置１０では、各画素の液晶に直流成分を印加し続けないようにし、かつフリッカを
効果的に抑制するために、ドット反転駆動方式により交流駆動が行われる。交流駆動は、
対向電極に印加される対向電極電圧Ｖｃｏｍを基準に画素電極の電圧を変化させて、液晶
の印加電圧の極性が反転するように駆動される。
【００３３】
図２（Ａ）、（Ｂ）に、ドット反転駆動方式について説明するための図を示す。
【００３４】
ドット反転駆動方式は、画素ごとに、フレーム単位で交互に液晶の印加電圧の極性を反転
させる駆動方式である。液晶の印加電圧の極性が正極性の画素を「＋」、負極性の画素を
「－」と表すと、ドット反転駆動方式では、例えば図２（Ａ）に示すように、フレームｆ

１ と後続するフレームｆ２ とにおいて、画素ごとに極性が反転するように駆動される。
【００３５】
フレームｆ１ において液晶の印加電圧が正極性であって、フレームｆ２ において液晶の印
加電圧が負極性となる画素に着目すると、当該画素の信号電極の電圧は図２（Ｂ）に示す
ように変化する。フレームｆ１ において当該画素の信号電極に、液晶の印加電圧が正極性
となるように電圧Ｖｐが供給されると、一水平走査期間（選択期間）では曲線Ｃａ １ のよ
うな充電特性を描きながら、該選択期間内の時刻ｔａ １ で、電圧Ｖｐに達する。後続する
フレームｆ２ において、対向電極電圧Ｖｃｏｍを基準に、負極性となるように電圧Ｖｍが
供給されると、一水平走査期間（選択期間）では曲線Ｃａ ２ のような充電特性を描きなが
ら、該選択期間内の時刻ｔａ ２ で、電圧Ｖｍに達する。このような交流駆動を行う場合、
フレームごとに信号電極に駆動される電圧が電圧ΔＶだけ変化するため、そのたびに信号
電極の充放電を行う必要があり、その駆動に伴う消費電力の増大を招く。
【００３６】
そこで以下に述べる実施の形態においては、かかる充放電を低減するために、画素の構成
を工夫することで、交流駆動に伴う消費電力の低減を図る液晶装置を提供する。
【００３７】
２．　第１の実施形態
図３に、第１の実施形態における液晶装置の構成の概要を示す。
【００３８】
第１の実施形態における液晶装置１００は、液晶パネル（広義には、表示パネル）１２０
を含むことができる。
【００３９】
液晶パネル１２０は、例えばガラス基板上に形成される。このガラス基板上には、Ｙ方向
に複数配列されそれぞれＸ方向に伸びる第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ と、Ｘ方向に複
数配列されそれぞれＹ方向に伸びる第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ とが配置されている
。更に、第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ それぞれと対をなして第（Ｍ＋１）～第２Ｍの
信号電極ＸＳ１ ～ＸＳＭ （＝ＳＭ ＋ １ ～Ｓ２ Ｍ ）が配置されている。更にまた第１～第Ｍ
の信号電極Ｓ１ ～ＳＭ に対応して、第１～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ が配置されている。
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【００４０】
第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ のうち第ｊの信号電極Ｓｊ には、対向電極電圧Ｖｃｏｍ
を基準として画素の液晶の印加電圧が正極性となるような電圧Ｖｐが供給される。第（Ｍ
＋１）～第２Ｍの信号電極ＸＳ１ ～ＸＳＭ （＝ＳＭ ＋ １ ～Ｓ２ Ｍ ）のうち第ｊの信号電極
Ｓｊと対をなす第（Ｍ＋ｊ）の信号電極ＸＳｊ （＝ＳＭ ＋ ｊ ）には、対向電極電圧Ｖｃｏ
ｍを基準として画素の液晶の印加電圧が負極性となるような電圧Ｖｍが供給される。第１
～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ には、対向電極電圧Ｖｃｏｍが供給される。
【００４１】
また、第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ のそれぞれに対応して、第（Ｎ＋１）～第２Ｎの
走査電極ＧＸ１ ～ＧＸＮ （＝ＧＮ ＋ １ ～Ｇ２ Ｎ ）が、例えば第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～
ＧＮ のそれぞれと平行になるように配置されている。更に第１～第Ｎの走査電極のそれぞ
れに対応して、第（２Ｎ＋１）～第３Ｎの走査電極ＧＶ１ ～ＧＶＮ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ １ ～Ｇ３

Ｎ ）が、例えば第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ のそれぞれと平行になるように配置され
ている。
【００４２】
第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ と第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ との交差位置に対応
して、マトリックス状に画素（画素領域）が配置されている。
【００４３】
第ｊの走査電極Ｇｊ と第ｋの信号電極Ｓｋ との交差位置に対応する画素を、Ｐｊ ｋ と表す
と、図３では画素Ｐ１ １ 、Ｐ１ ２ 、Ｐ２ １ 、Ｐ２ ２ について図示しているが、他の画素に
ついても同様に構成される。
【００４４】
液晶装置１００は、信号ドライバ１３０を含むことができる。信号ドライバ１３０は、画
像データに基づいて、液晶パネル１２０の第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ 、第（Ｍ＋１
）～第２Ｍの信号電極ＸＳ１ ～ＸＳＭ （＝ＳＭ ＋ １ ～Ｓ２ Ｍ ）を駆動する。
【００４５】
第１～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ に印加される対向電極電圧Ｖｃｏｍについては、信号ド
ライバ１３０が印加するようにしてもよいし、図示しない電源回路が印加するようにして
もよい。
【００４６】
液晶装置１００は、走査ドライバ１４０を含むことができる。走査ドライバ１４０は、一
垂直走査期間内に、液晶パネル１２０の第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ 、第（Ｎ＋１）
～第２Ｎの走査電極ＧＸ１ ～ＧＸＮ （＝ＧＮ ＋ １ ～Ｇ２ Ｎ ）、第（２Ｎ＋１）～第３Ｎの
走査電極ＧＶ１ ～ＧＶＮ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ １ ～Ｇ３ Ｎ ）を駆動することができる。
【００４７】
なお液晶パネル１２０が形成された基板上に、信号ドライバ１３０と機能的に同等な回路
を形成するようにしてもよい。また当該基板上に、走査ドライバ１４０と機能的に同等な
回路を形成するようにしてもよい。
【００４８】
図４に、第１の実施形態における液晶装置の画素の構成図を示す。
【００４９】
ここでは、画素Ｐｊ ｋ 、Ｐｊ （ ｋ ＋ １ ） 、Ｐ（ ｊ ＋ １ ） ｋ 、Ｐ（ ｊ ＋ １ ） （ ｋ ＋ １ ） につ
いて示す。
【００５０】
画素Ｐｊ ｋ は、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ と、画素電極Ｅｊ ｋ とを含む。第１の画
素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ のゲート電極は第ｊの走査電極Ｇｊ に接続され、そのソース端子
は第ｋの信号電極Ｓｋ に接続され、そのドレイン端子は画素電極Ｅｊ ｋ に接続される。第
１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ は、第ｊの走査電極Ｇｊ の電圧に基づいて、第ｋの信号電
極Ｓｋ と画素電極Ｅｊ ｋ とを電気的に接続する。このような第１の画素スイッチ素子ＳＷ

ｊ ｋ は、ＴＦＴを用いて実現することができる。
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【００５１】
また画素Ｐｊ ｋ は、第２の画素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ を含むことができる。第２の画素
スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ のゲート電極は第（Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）に
接続され、そのソース端子は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）に接続され、
そのドレイン端子は画素電極Ｅｊ ｋ に接続される。第２の画素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ は
、第（Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）の電圧に基づいて、第（Ｍ＋ｋ）の信号
電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）と画素電極Ｅｊ ｋ とを電気的に接続する。このような第２の画
素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ は、ＴＦＴを用いて実現することができる。
【００５２】
更に画素Ｐｊ ｋ は、スイッチ素子ＶＳＷｊ ｋ を含むことができる。スイッチ素子ＶＳＷｊ

ｋ のゲート電極は第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）に接続され、そのソ
ース端子は第ｋの電極ＳＳｋ に接続され、そのドレイン端子は画素電極Ｅｊ ｋ に接続され
る。スイッチ素子ＶＳＷｊ ｋ は、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）の電
圧に基づいて、第ｋの電極ＳＳｋ と画素電極Ｅｊ ｋ とを電気的に接続する。このようなス
イッチ素子ＶＳＷｊ ｋ は、ＴＦＴを用いて実現することができる。
【００５３】
画素電極Ｅｊ ｋ と、該画素電極Ｅｊ ｋ に対向する対向電極との間には、液晶が封入されて
液晶容量が形成され、これら電極間の印加電圧に応じて画素の透過率が変化するようにな
っている。該対向電極には、対向電極電圧Ｖｃｏｍが供給される。
【００５４】
このような構成において、交流駆動タイミングにしたがって画素電極Ｅｊ ｋ の電圧を変化
させる場合、所与の選択期間の前半に第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）
に選択信号を供給し、スイッチ素子ＶＳＷｊ ｋ をオンにさせる。これにより、画素電極Ｅ

ｊ ｋ と第ｋの電極ＳＳｋ とが電気的に接続される。したがって、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は
、対向電極電圧Ｖｃｏｍ（広義には、第１の電圧）に設定される。
【００５５】
その後、第ｊ又は第（Ｎ＋ｊ）の走査電極Ｇｊ 、ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）に選択信号を供給
し、第１又は第２の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ 、ＸＳＷｊ ｋ をオンにさせて、画素電極Ｅ

ｊ ｋ を第ｋ又は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極Ｓｋ 、ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）と電気的に接続させ
る。
【００５６】
なお画素電極Ｅｊ ｋ の電圧を、一旦対向電極電圧Ｖｃｏｍに設定するようにしているが、
信号電極の充電特性や放電特性を考慮して、正極性側若しくは負極性側にシフトさせた電
圧を設定するようにしてもよい。こうすることで、画素電極Ｅｊ ｋ の充電時間を、効果的
に短縮することができるようになる。
【００５７】
図５（Ａ）に、画素の液晶の印加電圧を負極性から正極性に変化させる場合に、各走査電
極に供給する選択信号のタイミングチャートを示す。
【００５８】
一水平走査期間１Ｈ（広義には、所与の選択期間）の前半で、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極
ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）にパルス幅ｔｇ１の選択信号が供給される。これにより、スイッ
チ素子ＶＳＷｊ ｋ がオンになり、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は対向電極電圧Ｖｃｏｍに設定さ
れる。そして、一水平走査期間が開始されてから時間ｔｇ１経過後、第ｊの走査電極Ｇｊ

にパルス幅ｔｇ２の選択信号が供給される。これにより、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ

ｋ がオンになり、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は第ｋの信号電極Ｓｋ の電圧Ｖｐに設定される。
【００５９】
なお各電極に対する駆動能力を考慮すると、パルス幅ｔｇ１は、パルス幅ｔｇ２より小さ
いことが望ましい。
【００６０】
図５（Ｂ）に、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化させる場合に、各走査電
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極に供給する選択信号のタイミングチャートを示す。
【００６１】
一水平走査期間１Ｈ（広義には、所与の選択期間）の前半で、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極
ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）にパルス幅ｔｇ１の選択信号が供給される。これにより、スイッ
チ素子ＶＳＷｊ ｋ がオンになり、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は対向電極電圧Ｖｃｏｍに設定さ
れる。そして、一水平走査期間が開始されてから時間ｔｇ１経過後、第（Ｎ＋ｊ）の走査
電極ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）にパルス幅ｔｇ３の選択信号が供給される。これにより、第２
の画素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ がオンになり、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は第（Ｍ＋ｋ）の信
号電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）の電圧Ｖｍに設定される。
【００６２】
なお各電極に対する駆動能力を考慮すると、パルス幅ｔｇ１は、パルス幅ｔｇ３より小さ
いことが望ましい。
【００６３】
図６に、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化させる場合の画素電極Ｅｊ ｋ の
電圧変化を模式的に示す。
【００６４】
選択期間が開始されてから時間ｔｇ１が経過するまでに、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は対向電
極電圧Ｖｃｏｍになる。そして、その後第２の画素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ がオンになる
と、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）の電圧Ｖｍに
設定される。
【００６５】
ここで第１～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ を対向電極と電気的に接続させておくことで、走
査電極１ラインの画素全ての電荷が対向電極に抜かれる。したがって、外部からの電流が
流れることなく液晶パネル１２０内の電荷の移動だけで、対向電極電圧Ｖｃｏｍに揃える
ことができる。すなわち、斜線部分１６０の電荷を放電させるだけでよく、これまでのよ
うに電圧Ｖｐから電圧Ｖｍまでの電荷を充放電させる必要がない。これは、負極性から正
極性に変化させる場合も同様である。以上より、対向電極電圧Ｖｃｏｍから電圧Ｖｐ又は
電圧Ｖｍにまで充放電を行うだけで足りるため、交流駆動に伴う電力消費を低減させるこ
とが可能となる。
【００６６】
なお、正極性用及び負極性用の信号電極を別個に設けることで、信号ドライバ２３０にお
いて画像データの反転処理を交流駆動タイミングで行う必要がなくなり、信号ドライバ２
３０の構成の簡素化を図ることも可能となる。
【００６７】
３．　第２の実施形態
第１の実施形態における液晶装置１００は、画素ごとにスイッチ素子を設け、画素電極を
対向電極電圧Ｖｃｏｍに強制的に設定するようにしていたが、これに限定されるものでは
ない。第２の実施形態における液晶装置は、画素ごとに当該スイッチ素子を削除した構成
をなしている。こうすることで、第１～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ と、当該スイッチ素子
をオンオフ制御する第（２Ｎ＋１）～第３Ｎの走査電極ＧＶ１ ～ＧＶＮ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ １ ～
Ｇ３ Ｎ ）とを省略する構成とすることができる。
【００６８】
以下、第２の実施形態における液晶装置について具体的に説明する。
【００６９】
図７に、第２の実施形態における液晶装置の構成の概要を示す。
【００７０】
第２の実施形態における液晶装置２００は、液晶パネル（広義には、表示パネル）２２０
を含むことができる。
【００７１】
液晶パネル２２０が、第１の実施形態における液晶装置１００の液晶パネル１２０と異な

10

20

30

40

50

(10) JP 3613246 B2 2005.1.26



る第１の点は、第１～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ が削除されている点である。第２の点は
、第（２Ｎ＋１）～第３Ｎの走査電極ＧＶ１ ～ＧＶＮ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ １ ～Ｇ３ Ｎ ）が削除さ
れている点である。第３の点は、画素Ｐ１ １ ～ＰＮ Ｍ においてスイッチ素子ＶＳＷ１ １ ～
ＶＳＷＮ Ｍ が削除されている点である。
【００７２】
液晶パネル２２０では、第１の実施形態における液晶パネル１２０と同様に、第１～第Ｎ
の走査電極Ｇ１ ～ＧＮ と第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ との交差位置に対応して、マト
リックス状に画素（画素領域）が配置されている。
【００７３】
第ｊの走査電極Ｇｊ と第ｋの信号電極Ｓｋ との交差位置に対応する画素を、Ｐｊ ｋ と表す
と、図７では画素Ｐ１ １ 、Ｐ１ ２ 、Ｐ２ １ 、Ｐ２ ２ について図示しているが、他の画素に
ついても同様に構成される。
【００７４】
液晶装置２００は、信号ドライバ２３０を含むことができる。信号ドライバ２３０は、画
像データに基づいて、液晶パネル２２０の第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ 、第（Ｍ＋１
）～第２Ｍの信号電極ＸＳ１ ～ＸＳＭ （＝ＳＭ ＋ １ ～Ｓ２ Ｍ ）を駆動する。
【００７５】
液晶装置２００は、走査ドライバ２４０を含むことができる。走査ドライバ２４０は、一
垂直走査期間内に、液晶パネル２２０の第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ と、第（Ｎ＋１
）～第２Ｎの走査電極ＧＸ１ ～ＧＸＮ （＝ＧＮ ＋ １ ～Ｇ２ Ｎ ）とを駆動することができる
。
【００７６】
なお液晶パネル２２０が形成された基板上に、信号ドライバ２３０と機能的に同等な回路
を形成するようにしてもよい。また当該基板上に、走査ドライバ２４０と機能的に同等な
回路を形成するようにしてもよい。
【００７７】
図８に、第２の実施形態における液晶装置の画素の構成図を示す。
【００７８】
ここでは、画素Ｐｊ ｋ 、Ｐｊ （ ｋ ＋ １ ） 、Ｐ（ ｊ ＋ １ ） ｋ 、Ｐ（ ｊ ＋ １ ） （ ｋ ＋ １ ） につ
いて示す。
【００７９】
画素Ｐｊ ｋ は、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ と、画素電極Ｅｊ ｋ とを含む。第１の画
素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ のゲート電極は第ｊの走査電極Ｇｊ に接続され、そのソース端子
は第ｋの信号電極Ｓｋ に接続され、そのドレイン端子は画素電極Ｅｊ ｋ に接続される。第
１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ は、第ｊの走査電極Ｇｊ の電圧に基づいて、第ｋの信号電
極Ｓｋ と画素電極Ｅｊ ｋ とを電気的に接続する。
【００８０】
また画素Ｐｊ ｋ は、第２の画素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ を含むことができる。第２の画素
スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ のゲート電極は第（Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）に
接続され、そのソース端子は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）に接続され、
そのドレイン端子は画素電極Ｅｊ ｋ に接続される。第２の画素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ は
、第（Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）の電圧に基づいて、第（Ｍ＋ｋ）の信号
電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）と画素電極Ｅｊ ｋ とを電気的に接続する。
【００８１】
画素電極Ｅｊ ｋ と、該画素電極Ｅｊ ｋ に対向する対向電極との間には、液晶が封入されて
液晶容量が形成され、これら電極間の印加電圧に応じて画素の透過率が変化するようにな
っている。該対向電極には、対向電極電圧Ｖｃｏｍが供給される。
【００８２】
このような構成において、交流駆動タイミングにしたがって画素電極Ｅｊ ｋ の電圧を変化
させる場合、所与の選択期間の前半に第ｊ及び第（Ｎ＋ｊ）の走査電極Ｇｊ 、ＧＶｊ （＝
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ＧＮ ＋ ｊ ）に選択信号を供給し、第１及び第２の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ 、ＸＳＷｊ ｋ

をオンにさせる。これにより、画素電極Ｅｊ ｋ と第ｋ及び第（Ｍ＋ｋ）の信号電極Ｓｋ 、
ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）とが電気的に接続される。したがって、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は、
第ｋの信号電極Ｓｋ に印加される電圧Ｖｐと、第（Ｍ＋ｋ）の信号電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋

ｋ ）に印加される電圧Ｖｍとの中間電圧となる。交流駆動は、対向電極電圧Ｖｃｏｍを基
準に、液晶の印加電圧の絶対値を維持したままその極性を反転させて駆動するため、電圧
Ｖｐと電圧Ｖｍの中間電圧は、対向電極電圧Ｖｃｏｍ（広義には、第１の電圧）になる。
【００８３】
その後、第ｊ又は第（Ｎ＋ｊ）の走査電極Ｇｊ 、ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）に選択信号を供給
し、第１又は第２の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ 、ＸＳＷｊ ｋ をオンにさせて、画素電極Ｅ

ｊ ｋ を第ｋ又は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極Ｓｋ 、ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）と電気的に接続させ
る。
【００８４】
図９（Ａ）に、画素の液晶の印加電圧を負極性から正極性に変化させる場合に、各走査電
極に供給する選択信号のタイミングチャートを示す。
【００８５】
一水平走査期間１Ｈ（広義には、所与の選択期間）の開始時に、第ｊ及び第（Ｎ＋ｊ）の
走査電極Ｇｊ 、ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）に選択信号の供給が開始される。第（Ｎ＋ｊ）の走
査電極ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）には、パルス幅ｔｇ４の選択信号が供給される。第ｊの走査
電極Ｇｊ には、パルス幅（ｔｇ４＋ｔｇ５）の選択信号が供給される。これにより、第１
及び第２の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ 、ＸＳＷｊ ｋ がオンになり、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧
は上述したように対向電極電圧Ｖｃｏｍに設定される。
【００８６】
そして、一水平走査期間が開始されてから時間ｔｇ４経過後、第２の画素スイッチ素子Ｘ
ＳＷｊ ｋ のみがオフとなる。これにより、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ を介して、画
素電極Ｅｊ ｋ の電圧は第ｋの信号電極Ｓｋ の電圧Ｖｐに設定される。
【００８７】
なお各電極に対する駆動能力を考慮すると、パルス幅ｔｇ４は、パルス幅ｔｇ５より小さ
いことが望ましい。
【００８８】
図９（Ｂ）に、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化させる場合に、各走査電
極に供給する選択信号のタイミングチャートを示す。
【００８９】
一水平走査期間１Ｈ（広義には、所与の選択期間）の開始時に、第ｊ及び第（Ｎ＋ｊ）の
走査電極Ｇｊ 、ＧＸｊ （＝ＧＮ ＋ ｊ ）に選択信号の供給が開始される。第ｊの走査電極Ｇ

ｊ には、パルス幅ｔｇ４の選択信号が供給される。第（Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＸｊ （＝Ｇ

Ｎ ＋ ｊ ）には、パルス幅（ｔｇ４＋ｔｇ６）の選択信号が供給される。これにより、第１
及び第２の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ 、ＸＳＷｊ ｋ がオンになり、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧
は上述したように対向電極電圧Ｖｃｏｍに設定される。
【００９０】
そして、一水平走査期間が開始されてから時間ｔｇ４経過後、第１の画素スイッチ素子Ｓ
Ｗｊ ｋ のみがオフとなる。これにより、第２の画素スイッチ素子ＸＳＷｊ ｋ を介して、画
素電極Ｅｊ ｋ の電圧は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）の電圧Ｖｍに設定さ
れる。
【００９１】
なお各電極に対する駆動能力を考慮すると、パルス幅ｔｇ４は、パルス幅ｔｇ６より小さ
いことが望ましい。
【００９２】
図１０に、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化させる場合の画素電極Ｅｊ ｋ

の電圧変化を模式的に示す。
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【００９３】
選択期間が開始されると、第１及び第２の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ 、ＸＳＷｊ ｋ がオン
となり、時間ｔｇ１が経過するまでに、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は対向電極電圧Ｖｃｏｍに
なる。その後、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ のみがオフとなるため、画素電極Ｅｊ ｋ

の電圧は第（Ｍ＋ｋ）の信号電極ＸＳｋ （＝ＳＭ ＋ ｋ ）の電圧Ｖｍに設定される。
【００９４】
したがって、外部からの電流が流れることなく液晶パネル２２０内の電荷の移動だけで、
対向電極電圧Ｖｃｏｍに揃えることができる。すなわち、斜線部分２６０の電荷を放電さ
せるだけでよく、これまでのように電圧Ｖｐから電圧Ｖｍまでの電荷を充放電させる必要
がない。これは、負極性から正極性に変化させる場合も同様である。以上より、対向電極
電圧Ｖｃｏｍから電圧Ｖｐ又は電圧Ｖｍにまで充放電を行うだけで足りるため、交流駆動
に伴う電力消費を低減させることが可能となる。
【００９５】
なお、正極性用及び負極性用の信号電極を別個に設けることで、信号ドライバ２３０にお
いて画像データの反転処理を交流駆動タイミングで行う必要がなくなり、信号ドライバ２
３０の構成の簡素化を図ることも可能となる。
【００９６】
４．　第３の実施形態
第１の実施形態における液晶装置では、交流駆動タイミングで液晶の印加電圧の極性を反
転させる場合、対向電極電圧Ｖｃｏｍが供給される第１～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ を用
いて、一旦対向電極電圧Ｖｃｏｍに設定してから、電圧Ｖｐ又は電圧Ｖｍに設定すること
で、上述のように消費電力の低減を図っていたが、これに限定されるものではない。第３
の実施形態における液晶装置は、正極性用及び負極性用の信号電極を共用化して、液晶パ
ネルの構成の簡素化を図る。
【００９７】
以下、第３の実施形態における液晶装置について具体的に説明する。
【００９８】
図１１に、第３の実施形態における液晶装置の構成の概要を示す。
【００９９】
第３の実施形態における液晶装置３００は、液晶パネル（広義には、表示パネル）３２０
を含むことができる。
【０１００】
液晶パネル３２０が、第１の実施形態における液晶装置１００の液晶パネル１２０と異な
る第１の点は、第（Ｍ＋１）～第２Ｍの信号電極ＸＳ１ ～ＸＳＭ （＝ＳＭ ＋ １ ～Ｓ２ Ｍ ）
が削除されている点である。第２の点は、第（Ｎ＋１）～第２Ｎの走査電極ＧＸ１ ～ＧＸ

Ｎ （＝ＧＮ ＋ １ ～Ｇ２ Ｎ ）が削除されている点である。第３の点は、画素Ｐ１ １ ～ＰＮ Ｍ

において第２の画素スイッチ素子ＸＳＷ１ １ ～ＸＳＷＮ Ｍ が削除されている点である。
【０１０１】
液晶パネル３２０では、第１の実施形態における液晶パネル１２０と同様に、第１～第Ｎ
の走査電極Ｇ１ ～ＧＮ と第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ との交差位置に対応して、マト
リックス状に画素（画素領域）が配置されている。
【０１０２】
第ｊの走査電極Ｇｊ と第ｋの信号電極Ｓｋ との交差位置に対応する画素を、Ｐｊ ｋ と表す
と、図１１では画素Ｐ１ １ 、Ｐ１ ２ 、Ｐ２ １ 、Ｐ２ ２ について図示しているが、他の画素
についても同様に構成される。
【０１０３】
液晶装置３００は、信号ドライバ３３０を含むことができる。信号ドライバ３３０は、画
像データに基づいて、液晶パネル３２０の第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ を駆動する。
第３の実施形態では、第１～第Ｍの信号電極Ｓ１ ～ＳＭ に対して、液晶の印加電圧が正極
性となる電圧Ｖｐと、該印加電圧が負極性となる電圧Ｖｍとが、交流駆動タイミングに合
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わせて交互に供給される。
【０１０４】
液晶装置３００は、走査ドライバ３４０を含むことができる。走査ドライバ３４０は、一
垂直走査期間内に、液晶パネル３２０の第１～第Ｎの走査電極Ｇ１ ～ＧＮ と、第（２Ｎ＋
１）～第３Ｎの走査電極ＧＶ１ ～ＧＶＮ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ １ ～Ｇ３ Ｎ ）とを駆動する。
【０１０５】
なお液晶パネル３２０が形成された基板上に、信号ドライバ３３０と機能的に同等な回路
を形成するようにしてもよい。また当該基板上に、走査ドライバ３４０と機能的に同等な
回路を形成するようにしてもよい。
【０１０６】
図１２に、第３の実施形態における液晶装置の画素の構成図を示す。
【０１０７】
ここでは、画素Ｐｊ ｋ 、Ｐｊ （ ｋ ＋ １ ） 、Ｐ（ ｊ ＋ １ ） ｋ 、Ｐ（ ｊ ＋ １ ） （ ｋ ＋ １ ） につ
いて示す。
【０１０８】
画素Ｐｊ ｋ は、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ と、画素電極Ｅｊ ｋ とを含む。第１の画
素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ のゲート電極は第ｊの走査電極Ｇｊ に接続され、そのソース端子
は第ｋの信号電極Ｓｋ に接続され、そのドレイン端子は画素電極Ｅｊ ｋ に接続される。第
１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ は、第ｊの走査電極Ｇｊ の電圧に基づいて、第ｋの信号電
極Ｓｋ と画素電極Ｅｊ ｋ とを電気的に接続する。
【０１０９】
また画素Ｐｊ ｋ は、スイッチ素子ＶＳＷｊ ｋ を含むことができる。スイッチ素子ＶＳＷｊ

ｋ のゲート電極は第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）に接続され、そのソ
ース端子は第ｋの電極ＳＳｋ に接続され、そのドレイン端子は画素電極Ｅｊ ｋ に接続され
る。スイッチ素子ＶＳＷｊ ｋ は、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）の電
圧に基づいて、第ｋの電極ＳＳｋ と画素電極Ｅｊ ｋ とを電気的に接続する。
【０１１０】
画素電極Ｅｊ ｋ と、該画素電極Ｅｊ ｋ に対向する対向電極との間には、液晶が封入されて
液晶容量が形成され、これら電極間の印加電圧に応じて画素の透過率が変化するようにな
っている。該対向電極には、対向電極電圧Ｖｃｏｍが供給される。
【０１１１】
このような構成において、交流駆動タイミングにしたがって画素電極Ｅｊ ｋ の電圧を変化
させる場合、所与の選択期間の前半に第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）
に選択信号を供給し、スイッチ素子ＶＳＷｊ ｋ をオンにさせる。これにより、画素電極Ｅ

ｊ ｋ と第ｋの電極ＳＳｋ とが電気的に接続される。したがって、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は
、第ｋの電極ＳＳｋ に印加される対向電極電圧Ｖｃｏｍ（広義には、第１の電圧）になる
。
【０１１２】
その後、第ｊの走査電極Ｇｊ に選択信号を供給し、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ をオ
ンにさせて、画素電極Ｅｊ ｋ を第ｋの信号電極Ｓｋ と電気的に接続させる。
【０１１３】
図１３に、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化させる場合の画素電極Ｅｊ ｋ

の電圧変化を模式的に示す。
【０１１４】
当該水平走査期間においては、第ｋの信号電極Ｓｋ には負極性用の電圧Ｖｍが供給される
ことになる。
【０１１５】
選択期間が開始されると、第（２Ｎ＋ｊ）の走査電極ＧＶｊ （＝Ｇ２ Ｎ ＋ ｊ ）にパルス幅
ｔｇ７の選択信号が供給されると、スイッチ素子ＶＳＷｊ ｋ がオンとなり、時間ｔｇ７が
経過するまでに、画素電極Ｅｊ ｋ の電圧は対向電極電圧Ｖｃｏｍになる。その後、第ｊの
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走査電極Ｇｊ にパルス幅ｔｇ８の選択信号が供給され、第１の画素スイッチ素子ＳＷｊ ｋ

がオンとなり、画素電極Ｅｊ ｋ と第ｋの信号電極Ｓｋ とが電気的に接続される。当該水平
走査期間においては、第ｋの信号電極Ｓｋ に電圧Ｖｍが印加されているため、画素電極Ｅ

ｊ ｋ の電圧は電圧Ｖｍに設定される。
【０１１６】
ここで第１～第Ｍの電極ＳＳ１ ～ＳＳＭ を対向電極と電気的に接続させておくことで、走
査電極１ラインの画素全てが対向電極ラインに電荷が抜かれる。したがって、外部からの
電流が流れることなく液晶パネル３２０内の電荷の移動だけで、対向電極電圧Ｖｃｏｍに
揃えることができる。すなわち、斜線部分３６０の電荷を放電させるだけでよく、これま
でのように電圧Ｖｐから電圧Ｖｍまでの電荷を充放電させる必要がない。これは、負極性
から正極性の場合も同様である。以上より、対向電極電圧Ｖｃｏｍから電圧Ｖｐ又は電圧
Ｖｍにまで充放電を行うだけで足りるため、交流駆動に伴う電力消費を低減させることが
可能となる。
【０１１７】
３．　電子機器
図１４に、上述の実施の形態における液晶装置を用いて構成される電子機器の機能ブロッ
ク図の一例を示す。
【０１１８】
電子機器８００は、液晶装置８１０と、ＣＰＵ８２０と、電源回路８３０とを含む。ＣＰ
Ｕ８２０は、図示しないＲＡＭに内蔵されたプログラムにしたがって、画像データを生成
し、液晶装置８１０に供給する。電源回路８３０は、液晶装置８１０とＣＰＵ８２０とに
対し、所与の電圧を供給する。
【０１１９】
液晶装置８１０は、液晶パネル８１２と、信号ドライバ８１４と、走査ドライバ８１６と
、コントローラ８１８とを含む。液晶パネル８１２は、第１～第３の実施形態における液
晶装置１００、２００、３００の液晶パネル１２０、２２０、３２０のいずれかを採用す
ることができる。
【０１２０】
信号ドライバ８１４は、液晶パネル８１２の信号電極を駆動する。
【０１２１】
走査ドライバ８１６は、液晶パネル８１２の走査電極を駆動する。
【０１２２】
コントローラ８１８は、ＣＰＵ８２０から供給された画像データを用いて、同様にＣＰＵ
８２０から指示されたタイミングにしたがって、信号ドライバ８１４及び走査ドライバ８
１６を制御して、液晶パネル８１２に対する表示制御を行う。
【０１２３】
このような構成の電子機器としては、例えば液晶プロジェクタ、パーソナルコンピュータ
、ページャ、携帯電話、テレビ、ビューファインダ型又はモニタ直視型のビデオテープレ
コーダ、電子手帳、電子卓上計算機、カーナビゲーション装置、ＰＯＳ端末或いはタッチ
パネルを備えた装置などがある。
【０１２４】
上述の実施の形態では、一水平走査期間（１Ｈ）（広義には、選択期間）が短く、配線容
量等の負荷が大きいために当該選択期間内に必要とする電圧に設定することが困難な表示
装置に有効である。例えば、表示パネルのサイズが大きい場合にも有効である。
【０１２５】
また、所与の第１の電圧として対向電極電圧Ｖｃｏｍを用いるものとして説明したが、こ
れに限定されるものではない。信号電極等の駆動能力を考慮して、電圧Ｖｐと電圧Ｖｍと
の間の任意の電圧を用いることができる。
【０１２６】
なお、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨の範囲内で種々
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の変形実施が可能である。例えば、交流駆動を行う表示装置に適用可能である。
【０１２７】
更に上記実施の形態においては、交流駆動方式としてドット反転駆動方式を例に説明した
が、フレーム反転駆動方式やライン反転駆動方式にも適用することができ、反転駆動方式
の種類に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】液晶装置の構成の概要を示す構成図である。
【図２】図２（Ａ）、（Ｂ）は、ドット反転駆動方式について説明するための説明図であ
る。
【図３】第１の実施形態における液晶装置の構成の概要を示す構成図である。
【図４】第１の実施形態における液晶装置の画素の構成図である。
【図５】図５（Ａ）は、第１の実施形態において、画素の液晶の印加電圧を負極性から正
極性に変化させる場合に各走査電極に供給する選択信号のタイミングチャートである。図
５（Ｂ）は、第１の実施形態において、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化
させる場合に各走査電極に供給する選択信号のタイミングチャートである。
【図６】第１の実施形態において、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化させ
る場合の画素電極の電圧変化を模式的に示す説明図である。
【図７】第２の実施形態における液晶装置の構成の概要を示す構成図である。
【図８】第２の実施形態における液晶装置の画素の構成図である。
【図９】図９（Ａ）は、第２の実施形態において、画素の液晶の印加電圧を負極性から正
極性に変化させる場合に各走査電極に供給する選択信号のタイミングチャートである。図
９（Ｂ）は、第２の実施形態において、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化
させる場合に各走査電極に供給する選択信号のタイミングチャートである。
【図１０】第２の実施形態において、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化さ
せる場合の画素電極の電圧変化を模式的に示す説明図である。
【図１１】第３の実施形態における液晶装置の構成の概要を示す構成図である。
【図１２】第３の実施形態における液晶装置の画素の構成図である。
【図１３】第３の実施形態において、画素の液晶の印加電圧を正極性から負極性に変化さ
せる場合の画素電極の電圧変化を模式的に示す説明図である。
【図１４】液晶装置を用いて構成される電子機器の機能ブロック図の一例である。
【符号の説明】
１０、１００、２００、３００、８１０　液晶装置（表示装置）
２０、１２０、２２０、３２０、８１２　液晶パネル（表示パネル）
３０、１３０、２３０、３３０、８１４　信号ドライバ
４０、１４０、２４０、３４０、８１６　走査ドライバ
８００　電子機器
８１８　コントローラ
８３０　電源回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(19) JP 3613246 B2 2005.1.26



【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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